
岳南排水路管理組合

議会定例会開催
－平成29年10月16日－

　平成２９年１０月１６日（月）午前１０時から管
理組合庁舎２階会議室において、 岳南排水
路管理組合議会定例会を開催しました。
　定例会には、 平成２8年度決算認定など４
議案が上程され、認定・議決されました。

平
成
28
年
度
会
計
決
算

　

歳
入
決
算
額
は
６
億
１
，
９
７
２ 

万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し

て
２
，
２
２
４
万
円
（
３・
７
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主

に
使
用
料
金
減
額
措
置
終
了
に
伴
い
、

使
用
料
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
74
％
を
占
め
る
使
用
料
収

入
は
、
基
本
料
金
と
従
量
料
金
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
許

可
排
水
量
は
、
１
工
場
の
使
用
開
始
、

１
工
場
の
増
量
が
あ
っ
た
も
の
の
、

１
工
場
の
廃
止
、
１
工
場
の
減
量
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
４
，
７ 

６
９
㎥
／
日
（
０・
４
％
）
減
少
し
、

１
１
３
万
８
２
９
㎥
／
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

従
量
料
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
実

績
排
水
量
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

14
万
㎥
／
年
（
０・
１
％
）
減
少
し
、

約
２
億
３
，
７
０
８
万
㎥
／
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
基
本
料
金
と
従
量

料
金
を
合
わ
せ
た
使
用
料
収
入
は
、

使
用
料
金
減
額
措
置
終
了
の
影
響
も

あ
わ
せ
、
前
年
度
と
比
較
し
て
25
・

９
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
５
億
７
，
７
４
１ 

万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し

て
６
７
７
万
円
（
１・
２
％
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、

ポ
ン
プ
場
管
理
費
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

実
施
し
た
事
業
は
、
管
路
施
設
費

と
し
て
、
管
渠
更
生
工
事
９
件
、
岳

南
３
号
第
４
排
水
路
廃
止
管
路
対
策

工
事
、
人
孔
整
備
工
事
６
件
の
ほ
か
、

管
内
点
検
作
業
委
託
４
件
、
流
下
能

力
診
断
業
務
委
託
な
ど
３
億
２
，
４ 

２
３
万
円
。

　

ポ
ン
プ
場
管
理
費
と
し
て
、
今
泉

ポ
ン
プ
場
監
視
制
御
設
備
改
築
工
事
、

今
泉
ポ
ン
プ
場
運
転
管
理
業
務
委
託
、

今
泉
ポ
ン
プ
場
耐
震
補
強
実
施
設
計

業
務
委
託
な
ど
５
，
５
６
７
万
円
。

　

そ
の
他
、
排
水
調
査
費
と
し
て
、

水
質
分
析
業
務
や
硫
化
水
素
調
査
に

係
る
経
費
と
し
て
１
５
８
万
円
を
執

行
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
会
計 

補
　
正
　
予
　
算

　

平
成
29
年
度
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
予
算
に
３
，
２
３
０
万
６ 

千
円
を
追
加
し
、
６
億
４
，
２
３
０ 

万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
度
の
決
算
確

定
に
伴
い
、
前
年
度
繰
越
金
を
追
加

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

職
員
の
勤
務
制
度
に 

関
す
る
条
例
の
改
正

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
及
び
育
児
休
業
、
介
護
休

業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

歳入
使用料（岳南排水路使用料など） 4億5,973万円

繰入金（基金からの取りくずし金） 8,000万円

繰越金（前年度からの繰越金） 2,684万円

諸収入（ 基 金 運 用 利 子 な ど ） 5,315万円

計 6億1,972万円

歳出
総務運営費（事務費や庁舎管理などに） 1億1,782万円
管路施設費（管路施設の整備に） 3億2,423万円
ポンプ場管理費（ポンプ場の運転や整備に） 5,567万円
排水調査費（硫化水素などの調査に） 158万円
積　立　金（災害復旧や退職手当に備えた積立金に） 7,811万円

計 5億7,741万円

平成28年度　決 算 状 況

議場風景

管理者（富士市長 小長井義正）大綱説明 監査委員による監査報告

歳入（6億1,972万円）

使用料
74%

繰入金
13%

繰越金
4%

諸収入
9% 総務運営費

20%

管路施設費
56%

ポンプ場
管理費　10％

排水調査費
1%

積立金
13%

歳出（5億7,741万円） １
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平
成
30
年
度
夏
季
工
場 

排
水
流
入
禁
止
期
間

　

平
成
30
年
度
の
工
場
排
水
流
入
禁

止
期
間
は

平
成
30
年
７
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
５
時
か
ら

平
成
30
年
７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
路
線
別
の
流
入
禁
止
日
程

は
、
工
事
、
点
検
及
び
各
種
調
査
に

必
要
な
日
数
と
な
り
ま
す
。

　

以
下
、
報
告
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
成
28
年
度
事
業
報
告

（
一
面
の
議
会
報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

平
成
29
年
度
夏 

季
管
内
点
検
結
果

　

点
検
期
間
中
に
実
施
し
た
作
業
は

委
託
９
件
、
工
事
17
件
、
そ
の
他
３

件
の
計
29
件
で
し
た
。　
　

　

管
内
点
検
調
査
は
、
異
状
箇
所
の

早
期
発
見
、
早
期
対
処
を
目
的
と
し

て
、
４
工
区
に
分
け
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

点
検
延
長
は
約
16
㎞
で
、
原
則
と

し
て
管
径
８
０
０
㎜
以
上
は
作
業
員

に
よ
る
目
視
調
査
、
管
径
８
０
０
㎜

未
満
の
狭
小
な
管
路
は
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ

に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
管
の
継
ぎ
手
か
ら
の

浸
入
水
、
マ
ン
ホ
ー
ル
鉄
蓋
の
腐
食

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
施
設
の
強
度
上
、
緊
急
に
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
追
跡
調
査
を

行
い
、
順
次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

使　用　者　の　動　き

代
表
者

工場名 新しい代表者

特種東海エコロジー㈱
本社・工場 日野　喜教　氏

日医工㈱静岡工場 田村　友一　氏

名　

称

変更前の工場名 新しい工場名

日医工ファーマテック㈱
静岡工場 日医工㈱静岡工場

平成29年7月1日から平成29年11月30日までの使用者の変更です。

岳南排水路運営委員会開催
平成30年度　夏季工場排水流入禁止期間が決定

7月23日（月）午前5時から7月27日（金）午後5時まで

　平成29年11月14日（火）午後３時から岳南排水路運営委員会を開催しました。
　委員会で審議・報告された事項は、次のとおりです。
審議事項　○平成３0年度夏季工場排水流入禁止期間について
報告事項　○平成2８年度事業報告について
　　　　　○平成29年度夏季管内点検結果について

運営委員会風景

許可排水量の増量・新規使用について
　岳南排水路の計画排水量（受け入れ可能な排水量）は、
全路線合計で１日当たり約180万立方メートルです。
　また、許可排水量（各使用工場に許可している排水可
能量）の合計、留保排水量（受け入れ可能な排水量の空
き分）の合計は下表のとおりです。

　許可排水量の増量、または新規
で岳南排水路の使用を検討してい
る方は、岳南排水路管理組合総務
課業務係へご相談ください。
（総務課業務係直通 0545-51-2667）

平成２９年１２月１日現在
計画排水量（Ａ） １,8０5,０６8立方メートル／日
許可排水量（Ｂ） １,１２3,１35立方メートル／日
留保排水量（Ａ）－（Ｂ） ６8１,９33立方メートル／日
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　例年ご協力をいただいている夏の点検・集中工事は、７月２４日（月）から
７月２８日（金）の５日間で行われ、期間中に実施した工事・委託は、全て予
定どおり完了しました。
　工事は、管渠施設の老朽化対策と耐震化を目的とした管渠更生工事７件
延長約350ｍなどを施工し、委託は、ＴＶカメラや目視による管内点検作
業委託４件などを実施しました。（関連記事（２面）運営委員会報告）

夏の点検・集中工事が終了しました
〈平成29年7月24日 から 7月28日〉

①

補修前の劣化した管路

岳南1号第1排水路Ｍ163下流管内補修工事
黒田水管橋の老朽化した管内の腐食を防ぐための
補修工事を行いました。

岳 南 排 水 路 使 用 者 の 皆 様 へ
　夏の点検・集中工事に際しては、各工場にて事前に対策を講じて
いただいたことにより、雨水などが排水路に流入すること無く、予
定していた委託・工事は全て無事に終了することができました。
　ご協力ありがとうございました。
　なお、管内点検において、硫化水素による鉄蓋等の腐食が確認さ
れています。このことから、今後も岳南排水路施設の安全性確保の
ため、適正な排水管理をお願い致します。

補修前の荒れた管の内面状況

補修の準備工としてクラック（ひび割れ）が見られた箇所の
Ｖカット工（下図②）が終わったところ

補修後の管路

Ｖカットした溝
みぞ

に止水用のセメントを詰め込み（下図③）、
表面を平らにした（下図④）ところ

②

③

④

⑤

Ｖ
カ
ッ
ト
し
た
箇
所

補
修
し
た
箇
所
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平成29年12月１日現在　使用工場数86工場（うち休止工場９工場）

　
岳
南
排
水
路
管
理
組
合
職
員

の
給
与
や
人
事
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

＊＊＊＊人事行政の運営状況公表＊＊＊＊

職員の給与などを公表します
（問合せ）
総務課庶務係
（TEL）0545-51-2623　（FAX）0545-51-2676
Email:ex-gakuhai@div.city.fuji.shizuoka.jp

人件費 （千円未満切捨て）
� （平成28年度会計決算）
歳出総額（Ａ） 5億7,741万5,000円
人 件 費（Ｂ） 9,805万1,000円
人件費の比率（B/A）� 17.0％
平成27年度の人件費の比率� 17.1％

※人件費には、管理者（富士市長）や管理組合議員な
どに支給される手当・報酬などが含まれています。

（千円未満切捨て）職員給与費
� � （平成28年度会計決算）

職員数（Ａ） 12人

給
与
費

給　　料 4,175万5,000円
職員手当 914万1,000円
期末勤勉手当 1,612万4,000円
合計（Ｂ） 6,702万円

1人当りの給与費（B/A）� 558万円
※職員数は派遣職員を除いています。
※職員手当とは扶養手当、住居手当などの諸
手当で、退職手当は含まれていません。

平均給料月額、平均年齢
� （平成29年4月1日現在）�

一般行政職 29万4,213円（37.7歳）
※一般行政職は、一般行政事務に従事する事務・技術職員
を言います。

職員の初任給
� （平成29年4月1日現在）

区分 岳南排水路
管理組合 富士市（管理市） 国

一　般
行政職 大学卒 18万4,800円 18万4,800円 17万8,200円

経験年数別平均給与月額
� （平成29年4月1日現在）

経験年数 10年 15年 20年
一　般
行政職 大学卒 25万9,000円 31万8,562円 36万 861円

退職手当
（平成29年4月1日現在）

区分
岳南排水路管理組合 富士市（管理市） 国
自己都合
退　　職

定年前早期
・定年退職

自己都合
退　　職

定年前早期
・定年退職

自己都合
退　　職

定年前早期
・定年退職

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分

　　25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分

　　35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分

最高限度 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分

� （平成29年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標準的な
職　　務

主事補
技師補

主事
技師

上席主事
上席技師 主査 係長 課長

参事補
局長
参事

職員数 1人 3人 2人 3人 1人 1人 1人
12人（男） （1人） （3人） （2人） （3人） （1人） （1人） （1人）

（女） （0人） （0人） （0人） （0人） （0人） （0人） （0人）
構成比 8.3％ 25.0％ 16.8％ 25.0％ 8.3％ 8.3％ 8.3％ 100%
※派遣職員を除いています。

� （単位：人　各年4月1日現在）

区　分 一般行政職
総務課 施設課 計

職員数
平成28年 7 7 14
平成29年 7 7 14
差　　引 0 0 0

※職員数は管理者（富士市長）や副管理者（富士市副市長）
などの特別職以外の職員数です。派遣職員を含み、臨時職
員を除いています。

定期健康診断の状況
� （平成28年度）
対象者 13人
受診者 13人
受診率 100％

公務災害などの認定状況
� （平成28年度）
公務災害 0件
通勤災害 0件
計 0件

そのほかの主な福利厚生事業
■ライフプラン事業
　職員の生涯生活設計（ライフプラン）の意識啓発を図るた
め、58歳を対象とした「退職準備型」のセミナーに参加して
います。

■被服の貸与
　職員の公務能率の向上を図るため、職員に対し作業服など
の被服貸与を行いました。

■職員互助会への加入
　職員は福利厚生のため富士市職員互助会に加入していま
す。富士市職員互助会は、職員の会費で運営されています。

　公平委員会とは、地方公共団体職員の利益の保
護と公正な人事権の行使を保障するための機関です。
　富士市と岳南排水路管理組合は、地方公務員法
第7条第4項の規定により、共同で公平委員会を設置
しています。
　公平委員会の権限は、地方公務員法第8条第2項
により、おおむね次のように定められています。
■職員の給与や勤務時間、そのほかの勤務条件に
関する要求を審査・判定し、必要な措置をとる
こと
■職員に対する不利益な処分についての審査請求
に対する裁決をすること
■職員の苦情を処理すること

公平委員会の業務の状況
� （平成28年度）

業務の種類 合計
勤務条件に関する措置の要求の状況 0件
不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

� （平成28年度）
富士市（管理市）に依頼した研修

区　分 対象職員・人数 主な内容

基本研修 新規採用職員、
昇任者など33人

政策形成研修、マネ
ジメントに関する研
修など

専門・特別
研修 受講希望者など43人 法律講座、接遇研修

など

岳南排水路管理組合で実施した研修
区　分 対象職員・人数 主な内容

派遣研修 専門知識・技術の取
得を要する職員33人

日本下水道協会など
の外部研修機関へ派
遣

対象職員人数は、研修参加延べ人数です。

給与などの状況 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

特別職の手当・報酬
� （平成8年4月1日改定）

区　　分 年　　額 期末手当

手
当

管理者
（富士市長） 9万5,000円

なし副管理者
（富士市副市長） 8万5,000円

区　　分 議会1日当り 期末手当

報
酬

議　長 1万2,000円
なし副議長 1万1,000円

議　員 1万円

級別職員数などの状況 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉 定員の状況 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

福利厚生の状況 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉 研修の状況 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉公平委員会の状況 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉
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